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令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月２日実施） 

総合評価（３月11日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①自立と社会参
加をめざし、
系統性のある
小・中・高一
貫した教育課
程の編成と学
ぶ楽しさを実
感し、主体的
な活動を引き
出す授業づく
りに取り組
む。 

①-1 系統性のあ
る教育課程に
向けた検討を
具体的に進め
る。 

 
①-2ＩＣＴ機器
の活用を推進
する。 

①-1「育てたい子ど
も像」や学部教育
目標を観点別に整
理し、小中高の系
統性を意識した内
容にする。 

①-2ＩＣＴ機器の活
用について、実践
事例を集積し、良
い取組を発信す
る。 

①-1 小中高の系統性を
意識して学部教育目
標を見直し、教育課
程の改善に向けて検
討をすすめることが
できたか。 

①-2ＩＣＴ機器を活用
した授業の充実を図
ることができたか。 

①-1 小中高の系統性を意識
し、「育てたい子ども像」に
ついて見直した。それを踏ま
え、次年度の教育課程を検討
することができた。 
①-2 小学部はドロップトーク
やボイスペン等の活用事例を
共有しながら進めた。中学部
は指導内容に合わせた歌詞を
作り、ＡＩで作曲するなど、
わかりやすく学べるよう工夫
した。 
分教室では１人１台端末や

電子黒板を活用して教材や生
徒の意見を共有して学習を進
め、主体的な活動を引き出し
た。本校では 11 月から電子黒
板を導入した。 

①-1 今後も各学部の系統
性を踏まえ、ＰＤＣＡサイ
クルに則って教育課程を見
直し、改善を進めていく。 
①-2 子ども達にとってわ
かりやすくなり、意思伝達
の幅を広げるうえで一定の
成果を出すことができた。
今後は活用事例を学校全体
で共有して取り組む必要が
ある。 
引き続き分教室での取組

を進めるとともに、本校で
の活用を促進させていきた
い。 

①-1「育てたい子ども像」
は、児童生徒自身が考えて
いくことが大切である。ど
んな大人になりたいか、夢
や展望があり、そのための
計画・設計が教育課程であ
る。個別教育計画に育てた
い力、育みたい力を示して
いく必要がある。 
①-2 電子黒板の利用を一気
に拡大するのは難しい。利
便性を理解することが大切
である。既存のメディアが
あると、それに頼り、新し
い取組にはつながらない。
先進的な活用をしていると
ころあれば、その事例を活
用することが大切である。 

①-1 小中高の系統性を意識し、
「育てたい子ども像」について
見直した。それを踏まえ、次年
度の教育課程を検討することが
できた。 
①-2 小学部ではＩＣＴ環境が
整い、内容が豊かになった。 
生成ＡＩの発達に伴い無くなる
仕事があるが、何かを作り出す
仕事は価値が高まっていく。中
学部の味噌づくりなどは将来の
可能性を広げる経験になる。 
メールの活用、パスワードの

作り方などの基礎的な情報リテ
ラシーの学習を行った。過度な
依存や、闇バイトのような詐欺
等の危険があるので、自分で対
応できるようにしていく必要が
ある。 

①-1「育てたい子ども像」
は本人、保護者、学校、社
会で必ずしも一致しない。
今の時代に求められるもの
は多様であり、子どもによ
って異なる。自ら考え、他
者と協働できる人材が求め
られる。教員全員が共通理
解した上で、保護者や本人
と共有し、共通の価値観を
もって対応することが大切
である。 
①-2 画面制限やフィルタリ
ング、時間制限等を設けな
がら適切に使用しつつ、基
礎的な情報リテラシーを教
える必要がある。危険だか
ら使わないではなく使い方
を教えていく必要がある。 

２ 
児童・生徒 
指導・支援 

① 児童 ･ 生 徒
個々の個性を
尊重し、教育
的ニーズを適
切に把握し、
生活年齢、発
達段階に合っ
た指導・支援
を組織的に行
う。 

①児童･生徒の
教育的ニーズ
を把握するた
めの客観的指
標を活用し、
それを指導計
画に反映して
指導・支援を
行うととも
に、その有効
性と課題を検
証する。 

①-1 小中高の系統性
を意識したアセス
メント計画を検討
し、個別教育計画
に反映できるよう
な仕組みをつく
る。 

①-2 アセスメントに
ついての研修会を
企画・実施し、教
員の理解を図る。 

①-1 個別教育計画に反
映できるアセスメン
ト計画を作成するこ
とができたか。 

 
 
 
①-2 アセスメントにつ
いての研修会を企
画・実施することが
できたか。 

①-1 小学部・中学部では、ア
セスメント計画を作成し、太
田ステージや給食等のアセス
メントを実施できた。適宜専
門職と連携し、多面的な実態
把握と個別教育計画への反映
ができた。高等部では、新入
生に対して 12 月に太田ステー
ジを実施し、指導に反映でき
た。 
①-2 夏季公開講座では外部講
師による太田ステージの研修
会を実施した。 また、太田ス
テージに基づき教材を分類
し、アセスメントやケース会
の際に教員に教材の紹介を行
った。 

①-1 小学部・中学部だけ
でなく、高等部についても
年度初めにアセスメント計
画を作成し、個別教育計画
に反映させていく。分教室
では、1 年生から就労に向
けたアセスメントに取り組
み、より良い指導につなげ
ていく。 
①-2 当日校内からは43名
の参加があったが高等部、
分教室からの参加は少なか
った。教員１人ひとりがよ
り主体的に取り組んでいけ
るように働きかけていく必
要がある。 

①-1,2 経験や勘で教育する
時代ではない。アセスメン
トをもとに指導計画を立て
ることが大切である。太田
ステージ等、統一して進め
ると良い。ただしアセスメ
ントでわかるのは１つの側
面にすぎないことも押さえ
る必要がある。「できなく
ても良い」ことも大切であ
る。苦手なことばかりやら
せると子どもはしょげてし
まう。指導計画に反映させ
るのは良いが、楽しく認め
られる中で得意なことを伸
ばし、苦手なことは１人1台
端末で支援できるとよい。 

①-1,2 高等部では、新入生に対
して12月に太田ステージを実施
し、指導に反映できた。教員が
経験を積むほど、経験だけで大
丈夫と考えてしまうところが、
アセスメントが定着しにくい背
景にある。計画を立てるだけで
は定着しない。アセスメントを
実際に活用し、成果が見えるよ
うにすることで、定着していく
と考えられる。 
「自分はこうしたい、こうあり
たい」という気持ちを、健やか
に持てるように支援する必要が
ある。 

①-1,2 年度当初にアセスメ
ント計画を作成し、4～5 月
に実施する。その結果をも
とに支援策の検討を行い、
個別教育計画に反映させ
る。さらに成果を共有でき
るようにして定着を図る。 
苦手なところを無理に改

善しようとすると、辛くな
る可能性がある。得意なと
ころを伸ばすことで全体が
良い方向に向かうこともあ
る。アセスメントはそのバ
ランスを見るためのものと
して活用できるとよい。得
意なことを伸ばし、できな
いことにチャレンジする。 

３ 進路指導・支援 

①一人ひとりの
将来の自立と
社会参加のあ
り方を見据
え、発達段階
とライフステ
ージに沿った
進路指導・支
援を組織的に
行う。 

①小中高それぞ
れのニーズに
あわせた適切
な進路に関す
る情報を提供
するととも
に、ライフス
テージに沿っ
た進路指導・
支援を行うこ
とで、個別最
適な進路指導
に努める。 

①-1 小中高それぞれ
の保護者のニーズ
にあわせたテーマ
での学習会・見学
会等を検討し、実
施する。 

①-2 定期的な発信方
法やＨＰへの掲載
等を検討する。 

①-3 進路指導を更に
効果的にするため
に、キャリア・パ
スポートの活用を
進める。 

①-4「せや-みつ進路
ミーティング」

①-1 小中高それぞれの
保護者のニーズにあ
わせたテーマでの学
習会・見学会等を検
討し、実施できた
か。 

①-2 小中高それぞれに
適切な進路情報を提
供できたか。 

①-3 キャリア・パスポ
ートの活用を進める
ことができたか。 

 
 
①-4 三ツ境支援学校と
の協力体制を確立

①-1 福祉事業所や企業の見学
会を企画した。また、グルー
プホーム職員による講演会を
開催した。 
「企業と語ろう in せや」を開
催した。本人や保護者の進路
に向けた不安を軽減する機会
となった。 
①-2 高等部は校外学習で事業
所の活動を体験した。また外
部講師による自己理解を深め
る授業を実施した。   
福祉事業所から提供された

作業や実習材料を活用し、実
習や作業学習にも取り組ん
だ。 

①-1 グループホームの講
演会には保護者が多数(59
名)参加し、好評を得た。
今後もニーズに応じた情報
提供をしていきたい。 
①-2 生徒の自己理解を深
めるために継続して取り組
むことが必要である。 
３年次の現場実習への不

安や悩みの軽減につながっ
ている。今後も継続して事
業所に依頼する。 
①-3 高等部や分教室で自
己理解を深め、将来を考え
る取組を実施したが、小中
学部を含めた学校全体の取

①-1,2 どのように社会参加
するか機会のあるごとに問
いかける必要がある。こう
なると良い、こうなるべき
と刷り込まれてきたが、テ
クノロジーの進展でそうい
う時代ではなくなった。一
生のうちに何度もリニュー
アルし、学び直さなければ
ならない。知識だけでな
く、自ら学べるようにする
必要がある。今は社会参加
の選択肢が限られており、
過大な期待はするなという
のが進路指導になってい
る。20 歳で辞職が多いが年

①-1 グループホームの講演会
や「企業を語ろう in せや」な
ど、地域の小中学校教員や保護
者への進路情報の提供の場を設
け、多くの参加を得た。 
①-2 高等部では、自立訓練事
業所から講師を招き、得意・苦
手を整理する学習に取り組み、
生徒からの好評を得た。また、
特例子会社に勤める卒業生に仕
事内容や余暇の過ごし方につい
て話してもらい、生徒の働くこ
とへのモチベーションにつなげ
た。 
①-3 大和東分教室での取組に
とどまった。高等部や分教室で

①-1 保護者向け広報や説明
会を定期的に実施し、進路
支援について具体的なイメ
ージを提供する。 
①-2 社会に出る際の働き方
は多様であるため、校外学
習や実習等で、好きなこと
や得意なことに気づける場
面、友達同士で経験できる
機会を多く作る。 
学校で学んだことだけで一
生働ける時代ではない。価
値観も必要なスキルも変わ
る中で、自分を更新する力
が必要である。変化が苦手
な人も多いため、集団で支
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は、三ツ境支援学
校との協力体制を
確立し、内容の充
実を図る。 

し、内容の充実を図
ることができたか。 

 

①-3 大和東分教室では「就労
パスポート」等のツールの活
用や面談を通して、生徒が自
分の課題に気付き、整理でき
るよう支援した。 
①-4 今年度は三ツ境支援学校
主催で昨年度に引き続き実施
することができた。 

組として進めていく必要が
ある。 
①-4 参加者（9 名）が少
なく、広報や内容に改善が
必要である。 

金が入れば社会参加しなく
ても良いのか。保護者にそ
う思われないようにするに
はどうしたらよいか考える
必要がある。目的意識を持
てるようになった子は伸び
る。 

は自己理解を深め、将来を考え
る取組を実施したが、小中学部
を含めた学校全体の取組として
進める必要がある。 
①-4 三ツ境支援学校主催で開
催した。参加者が少なく、広報
や内容に改善が必要である。 

え合う力が重要である。 
①-3 学校全体として取り組
んでいく。「自分はこうし
たい、こうありたい」 とい
う気持ちを持てるように支
援していく。 
①-4 次年度は本校主催での
開催となる。広報や開催時
期、内容を工夫していく。 

４ 地域等との協働 

①共生社会の実
現に向けて、
地域における
センター的機
能を継続する
とともに、コ
ミュニティ・
スクールとし
て地域との協
働による教育
活動を展開す
る交流及び共
同学習を通し
た児童･生徒
の相互理解を
図る。 

①-1 本校のセン
ター的機能を
より実際的な
ものにするた
めに、学校コ
ンサルテーシ
ョンを意識し
た取組を推進
する。 

①-2 地域との協
働による教育
活動を推進す
る。 

①-1 学校コンサルテ
ーションを意識
し、学校の教育力
を高めるための情
報発信や助言等を
積極的に行う。 

 
 
 
①-2-1 交流フェステ
ィバルは部会形式
で取り組みなが
ら、引継ぎも含め
て丁寧に進める。 

①-2-2 現在の価値観
や地域のニーズ、
職員の働き方など
を踏まえ、地域資
源の活用を積極的
に進める。 

①-1 情報発信や助言等
を積極的に行うこと
ができたか。それに
よってどのような成
果が得られたか。 

 
 
 
 
①-2-1 部会形式で取り
組み、地域と一体とな
って円滑に運営するこ
とができたか。 
 
①-2-2 現在の価値観や
地域のニーズ、職員
の働き方などを踏ま
えた地域資源の活用
を進めることができ
たか。 

①-1 巡回相談では、組織的な
支援につながるよう、クラス
や学年を含めたフィードバッ
クを実施した。 
教材教具展示・相談会を行

った。夏季公開講座でオンデ
マンド配信し、教育・福祉関
係者、保護者等が参加した。
教育支援だよりや教材の HP 掲
載等を行った。 
①-2-1 部会形式で円滑に実施
できた。地域の意見を取り入
れて企画できた。 
①-2-2 自治会や PTA、上瀬谷
小学校や福祉事業所が参加
し、にんにくの種植え・収穫
を行い、中屋敷ケアプラザや
ガパオ祭りで販売した。中屋
敷ケアプラザで定期的に清掃
活動も行った。 
大和東分教室は高校と連携

して模擬投票を行った。 
大和南分教室では、薬局で

品出しの手伝いなど地域と協
働した学習を進めた。 

①-1 今後も組織的な支援
につながることを常に意識
しながら情報発信や助言等
を行っていけるように工夫
したい。 
継続して情報発信や助言

等を行っていきたい。オン
デマンド配信を継続し、よ
り広く発信できるようにし
ていきたい。 
①-2-1 今後も部会制の良
さを生かしながら、学校と
地域で業務を分担していく
必要がある。 
①-2-2 教員の体制を考慮
し、実施回数を整理した。
大和南分教室では新たな活
動場所を開拓することがで
きた。引き続き活動内容を
検討する。 
 児童生徒の実態に合った
地域資源の活用ができるよ
うに、ゲストティーチャー
の情報等の整理と校内発信
を工夫する。 

①-1,2 様々な形で地域との
連携ができており、本当に
良く取り組んでいる。これ
まで地域になくてはならな
い存在という視点で取り組
み、今につながっている。
学校コンサルテーションに
ついては、当初は「便利屋
になってしまうのではない
か」「本来は自分の学校の
ための人員」という意見は
あった。しかし地域からこ
ちらにも帰ってくるのでは
ないかという話になった。
今はうまく地域とつながる
ことができている。今年度
は瀬谷区民マラソンが本校
を会場として実施された。
消防署や警察とのつながり
もあり、交流フェスティバ
ルで展示等も行っている。
50 年以上の歴史があり、広
い敷地の魅力がある。それ
を十分に発揮できるとよ
い。 

①-1 64 回の巡回相談を実施し
た。横浜市・大和市の教育委員
会にも伺い、それぞれの方向性
を知り、連携する機会を得た。 
①-2-1 交流フェスティバルは、
今年度から部会制を導入し、地
域の方々が部会に参画した。地
域の意見を内容に反映させ、そ
れが集客の増加と高評価につな
がった。学校側と地域側の役割
分担を明確にすることが課題で
ある。 
 ①-2-2 自治会や小学校、事業
所等と協働し、にんにくの種植
え・収穫、販売を行った。ま
た、中屋敷ケアプラザでの定期
的な清掃等を行った。教員の体
制を考慮し、実施回数を整理し
た。教員の業務負担、持続可能
性が課題である。 
大和南分教室は大和南高校の

球技大会（ボッチャ）に参加し
た。翌年度の体育祭に参加予定
である。 
 

①-1 巡回相談の質の向上を
目指して、市町村と連携し
ながら進める。 
 
①-2-1 学校側と地域側の役
割分担をより明確にするこ
とで、属人的な運営を防
ぎ、活動の安定性を確保す
るとともに、教員の負担を
軽減し、持続可能な形にで
きるようにする。 
 
①-2-2 園芸博があり、地域
の様相が変わる可能性があ
るが、これまで通り地域と
の良い関係を維持する。 
地域との協働業務を担う

教員や外部協力者の活用を
検討し、地域との協働によ
る教育活動を推進するとと
もに、教員の業務負担軽減
を図る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①児童･生徒が
安心、安全に
過ごせる教育
環境の整備と
危機管理体制
を構築する。 

 
 
 
②事故、不祥事
のない学校で
あるよう、管
理・運営を行
う。 

 

①老朽化に対応
した工事を安
全に実施す
る。また、実
際の場面や状
況を意識した
防災訓練等を
実施する。 

 
②事故、不祥事
を他人事では
なく自分事と
して捉える職
場風土を醸成
する。また、
神奈川の教員
の働き方改革
加速化宣言
（令和７年３
月 28 日）を
受け、働き方
改革を推進す
る。 

①-1 年間を通じて計
画的に工事を実施
するとともに、緊
急時の対応を迅速
に行う。 

①-2 水害や経路遮断
等、様々な状況を
想定した訓練を実
施する。 

②-1 定期的にチェッ
クシートを活用
し、職員の意識向
上を図るととも
に、学部長・室
長・グループリー
ダーを中心に、教
員一人ひとりが参
加できる研修会を
企画・実施する。 

②-2 業務や行事等の
精選を行う。ま
た、外部人材の拡
充や校務ＤＸ化の
推進をする。 

①-1 安全に、計画的に
工事を実施すること
ができたか。また、
緊急時は迅速に対応
できたか。 

①-2 実際の場面や状況
を意識した訓練を実
施できたか。 

 
②-1 定期的にチェック
シートを活用するこ
とができたか。ま
た、学部長・室長・
グループリーダーを
中心に、教員一人ひ
とりが参加できる研
修会を企画・実施で
きたか。 

②-2 業務や行事等の精
選を行うことができ
たか。また、外部人
材の拡充や校務ＤＸ
化の推進ができた
か。 

①-1Ｃ棟屋上防水工事とＢ棟
給水管工事を実施した。雨漏
りや水道管破損への対応な
ど、緊急時の対応も迅速に行
うことができた。 
①-2 消火器消火栓訓練を実際
に操作して行った。防災訓練
では水害を想定した垂直避難
の訓練を実施した。火災によ
る経路遮断を想定した避難訓
練も実施した。 
②-1 月に１回不祥事防止研修
会を行った。毎回テーマを変
え、チェックシートを活用し
て取り組んだ。学年ごとに協
議し、1人ひとりが参加する機
会も設けた。 
②-2 集団宿泊的行事の実施学
年や実施期間を見直した。 
小学部ではＡＩによる文書

や教材の作成方法等を共有し
た。中学部ではＡＩで作曲す
るなど、業務を効率化し成果
を得ることができた。 

①-1 児童生徒数増に伴う
教室の改修工事も行った。
今後も老朽化や対応だけで
なく、教室転用の工事等を
含め、適宜対応をしていき
たい。 
①-2 引き続き実際の場面
や状況を意識して、様々な
状況を想定した訓練を実施
していきたい。 
②-1 不祥事事案は生じな
かったが、他人事ではなく
自分事として捉える職場風
土を醸成するために、参加
型の研修会を増やしていけ
るとよい。 
②-2 引き続き教育的意義
を踏まえ、業務や行事等の
精選を進める。 
ＡＩの活用が学部単位で

進められた。学校全体とし
て取組を共有し、業務改善
に取り入れていけるとよ
い。 

①-1 瀬谷は古い学校だが、
しっかりと維持できてい
る。環境としては伸び伸び
とした空間が保たれてお
り、子ども達にとってとて
も良い。 
①-2 30年前に水没し、膝ま
で水が来たことがある。引
き続き多様な状況の訓練を
実施してほしい。 
②-1 引き続き参加型の研修
会に取り組んでいってほし
い。 
 
 
 
②-2 多様な働き方が増えて
いる。引率できる教員が少
なくなってきている。物価
高騰で今までの予算では行
けなくなってきている。業
務の精選は致し方ないとこ
ろがある。 

①-1 Ｃ棟屋上防水工事やＢ棟
給水管工事など、老朽化対策工
事を実施した。雨漏りや水道管
破損への対応、教室転用工事な
どを行うことができた。 
①-2 消火器・消火栓訓練、境
川の氾濫を想定した垂直避難訓
練、避難経路遮断を想定した訓
練を実施した。敷地が広いた
め、情報伝達の確実性を確保す
ることが課題である。 
②-1 月に１回不祥事防止研修会
を実施し、チェックシートを活
用したり、学年ごとに協議を行
ったりすることで、職員１人ひ
とりが主体的に取り組めるよう
にした。 
②-2 集団宿泊的行事の実施学年
や実施期間の見直しを行うこと
ができた。ＡＩの活用を学部単
位で進めることができた。紙媒
体に代わり電子媒体の活用を進
めた。 

①-1 今あるものを長く使う
視点に立って、引き続き老
朽化への対策を行う。校舎
は古いが、敷地が広いとい
う強みを生かしていく。 
①-2 様々な場面を想定し、
準備をしておくことが重要
である。想定外に対応でき
る柔軟な体制の構築が必要
である。また、通信機器な
ど、通信手段の活用精度を
高める訓練を実施する。 
②-1 職員一人ひとりが受け
身ではなく、主体的に考え
ていけるように研修を充実
させていく必要がある。 
②-2 省力化のつもりが逆に
仕事が増えることもある。
どこを省き、どこを残すの
かは学校全体で考える必要
がある。会議資料の印刷や
配付の手間を省くことも必
要である。 

 


